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七十人
リン・G・ロビンズ長老

 「このままでいいのか，いけないの
か」（“To be or not to be?”）1

とは，まことに良い質問です。
しかし救い主はこの問いをはるかに深く掘
り下げて，わたしたち一人一人に不可欠な，
教義にかかわる問いかけをなさいました。

「あなたがたはどのような人物であるべ
きか。まことに，あなたがたに言う。わたし
のようでなければならない。」（3 ニーファイ
27：27，強調付加）  be 動詞の一人称現
在形は「I am」です。救い主はわたした
ちに救い主の名前と特質を受けるよう望
んでおられるのです。

救い主のようになるには，わたしたちも
救い主がなさったことを行わなければ
なりません。「まことに，まことに，あなた
がたに言う。以上がわたしの福音である。
あなたがたは，わたしの教会で行わなけ
ればならないことを知っている。わたしが
するのを見たその行いを，あなたがたも
しなさい。」（3ニーファイ27：21，強調付加）
性質 と行い は切り離すことができま

せん。互いに補い合う教義として，それ
らは強め合い，高め合っています。例え
ば信仰があれば祈りますし，祈れば信仰
が強くなります。

救い主はしばしば，善意なく善を行う

人を偽善者と非難なさいました。「この民
は，口さきではわたしを敬うが，その心はわ
たしから遠く離れている。」（マルコ7：6）  
善意なく善を行うのは偽善であり，本性
を隠す人はうそつきです。

逆に，善良な人であっても善を行わな
ければむなしいものです。「信仰も，それ
と同様に，行いを伴わなければ，それだ
けでは死んだもの」なのです（ヤコブの
手紙 2：17，強調付加）。善行を伴わな
いような善良さというものはありません。
善良だと自負していても，善いことをしよ
うと思うだけで行わない人は自分を欺い
ています。
善意なく善を行うという偽善は，人に

うそをつくことです。一方，善意がありな
がら善を行わない場合は自分にうそをつ
くことになります。

救い主は律法学者やパリサイ人を偽善
者だと厳しく非難されました。「偽善な
律法学者，パリサイ人たちよ。あなたが
たは，わざわいである。はっか，いのん
ど，クミンなどの十分の一を宮に納めてお
りながら，律法の中でもっと重要な，公平
とあわれみと忠実とを見のがしている。」

（マタイ23：23）  言い換えれば，彼らは
なるべき人物になっていませんでした。

あなたがたはどのような 
人物であるべきか
キリストのような特質を伸ばす努力が実を結んで顔に神の面影を
受け，神の特質が表れるような行いができるようになりますように。

管理できるように知恵を祝福してください
ます。 100 パーセントの収入より90 パー
セントの収入でより良い生活ができるよう
に知恵を与えてくださるのです。忠実に什
分の一を払う人々は，将来に備えた生活
を理解し，より自立しています。

わたしは，主の最も豊かな祝福とは霊
的なものであり，多くの場合，家族や友
人，福音に関連した祝福であることが分
かってきました。特に結婚生活や，子供
を育てることなど家族にかかわる事柄に
ついて，わたしたちが聖霊の影響や導き
に対して特別に敏感になれるよう祝福し
てくださることがよくあるようです。このよ
うに霊的に敏感であることによって，家庭
で調和と平安という祝福を享受できるよう
になります。ジェームズ・Ｅ・ファウスト
管長は，什分の一を納めることこそ，離婚
を防ぐすばらしい防御手段であると語り
ました（ジェームズ・Ｅ・ファウスト「結婚
生活を豊かにする」『リアホナ』2007 年
4 月号，2－ 6 参照）。
什分の一を納めることにより，従順で
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な心と，感謝する心がはぐくまれ，
「すべてのことの中に神の手を認め〔る〕」
ことができるようになります（教義と聖約 
59：21 参照）。什分の一を納めることに
よって，寛容さと赦

ゆる

しの精神，そしてキリ
ストの純粋な愛に満ちた慈愛の心が養わ
れます。主の御

み

心
こころ

に添った従順な心で，
喜んで奉仕し，人々を祝福したいと思うよ
うになります。定期的に什分の一を納め
る人々は，主イエス・キリストに対する信
仰が強められ，主の福音と教会に対する堅
固で揺るぎない証を養うことができます。
これらの祝福はいずれも金銭的，あるい
は物質的なものではありません。しかし，
確かに，最も豊かな主の祝福なのです。

忠実に什分の一を納めるなら，主は天
の窓を開き，最も豊かな祝福を注いでくだ
さることを証します。イエス・キリストの
御
み

名
な

により，アーメン。■
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救い主は善を行うことの大切さを認め
ながらも，良い性質を持つことを「もっ
と重要な」こととしています。良い性質
を持つことの大切さを示す例を挙げてみ
ましょう。

•	バプテスマの水に入るのは大切な行い
です。しかしその前に，イエス・キリスト
を信じる信仰を持ち，心の大きな変化を
経験した状態がなければなりません。

•	聖
せい

餐
さん

を取るのは大切な行いです。しか
し，聖餐を取るにふさわしくなることの
方がもっと重要で，はるかに大切です。

•	神権に聖任されるのは，大切な行為で
あり，行いです。しかし，もっと重要な
のは，「義の原則に」基づく神権の力

（教義と聖約121：36）や神権者の状態
です。

なすべきことのリストを作って達成した
いことを忘れないようにする人は多いので
すが，身に付けるべき性質のリストを持っ
ている人はめったにいません。どうしてで
しょうか。なすべきことはその活動や行
事が終わればチェックを入れることがで
きます。しかし性質のリストはこれで終
わりということがありません。終わったと
いうチェックマークが入らないのです。わ
たしは今週金曜日の夜に妻を外に連れ出
して楽しませることができます。これは
善い行いです。しかし，一度何かをすれ
ば良い夫になれるというわけではありま
せん。性質，人格，ひととなりを変える
必要があります。

また，親として，チェックを入れてこれで
終わりにできることがあるでしょうか。良
い親になる努力に終わりはありません。
そして，良い親として子供に教えることの
できる最も大切なことの一つは，救い主
のようになる方法です。

キリストのような特質は見ることができ
ませんが，目に見える行い に表れます。
例えば，親は歩き方を教えるのに子供を
支えたり褒めたりしますが，これは目に見

える行いです。このような行いは，目に
見えない愛と，子供の可能性に対する信
仰と期待の表れです。来る日も来る日も
親の努力は続きます。目には見えません
が，これは忍耐と熱意があることの証拠
です。
行動を生み出すのはわたしたちの性質

であり，それは行動の動機なのですから，
何をするべきか教えるよりも，好ましい
性質を身に付けるよう教える方が，行動
を改善するうえで効果があるでしょう。

子供が悪いことをした場合，例えば，け
んかをした場合にはその行動，つまり目に
見えるけんかをやめさせようとすることが
多いのですが，これは間違っています。
行動は目に見えない動機の表れにすぎま
せん。次のように考えるとよいでしょう。

「この子はどんな特質を理解したらこのよ
うなことをしなくなるだろうか。腹が立っ
たときに我慢し，赦

ゆる

すという特質だろうか。
思いやりがあって和を大切にするという
特質だろうか。それとも，自分の行動に
責任を持ち，人のせいにしないという特
質だろうか。」

親はこのような特質を子供にどうやって教
えたらよいのでしょうか。キリストのような特
質を教え，示す機会として，訓練に勝るもの
はありません。「訓練する（Discipline）」
という言葉は「弟子（disciple）」と語源
が同じで，訓練する側に忍耐と教える努
力が必要なことを意味します。怒りなが
ら訓練するべきではありません。教義と
聖約第 121 章で教えられているように

「説得により，寛容により，温厚と柔和によ
り，また偽りのない愛により，優しさと純
粋な知識」（41－42 節）によって訓練す
ることができますし，そうするべきです。
これらはすべてキリストのような特質であ
り，親として，キリストの弟子としてわたした
ちが身に付けなければならないものです。

子供は訓練によって結果を学びます。
マイナスをプラスに変えるチャンスです。
子供が悪い行いを告白したなら，告白し
た勇気を褒めてあげてください。間違い

や悪い行いから何を学んだか尋ねてくだ
さい。これは親が子供の心に触れ，子供
を教える機会となります。そしてもっと大
切なのは，御

み

霊
たま

が子供の心に触れ，子供
を教えるということです。御霊の力によっ
て親が子供に教義を教えるとき，その教
義に，やがては子供の性質を変える力が
宿ります。

アルマはこれと同じ原則を見いだして，
「御

み

言
こと

葉
ば

を説き教えることは民に正しいこ
とを行わせるのに大きな効果があり，まこ
とにそれは，剣……よりも民の心に力強
い影響を及ぼした」（アルマ 31：5。強調
付加）と述べています。なぜでしょうか。
剣は行為を罰する意味合いが強いのに対
して，御言葉を説き教えることは民の性
質そのもの，つまり本質と可能性に変化
を及ぼしたからです。

かわいくて聞き分けの良い子供は，子育
ての入門コースのようなものです。一方，
親の忍耐力を極限まで試すような子供に
恵まれている人は，子育ての大学院レベ
ルのコースを取っているようなものです。
こんな子供を授かるなんて，前世で自分
はどんな悪いことをしたのかと悩んでい
ないで，手を焼かせる子供の方が親に
とっては祝福であり，神にいっそう近づく
機会を与えてくれると考えたらどうでしょ
うか。あなたが持っている忍耐と寛容な
どのキリストの特質を試し，はぐくんでく
れるのはどの子ですか。その子はあなた
を必要としていますが，あなたも同じよう
にその子を必要としているのではないで
しょうか。
「罪を憎んで人を憎まず」という言葉は

だれでも聞いたことがあります。これと同
じく，子供が悪いことをした場合に，だか
ら自分は悪い子なのだと子供に思い込ま
せるようなことを言わないように気をつけ
なければなりません。「『ばか』『のろま』

『怠け者』『まぬけ』などと言って，失敗を
一つの行為ではなく本人の本質であるか
のように感じさせてはならないのです。」2 
子供は神の子です。それが彼らの本来の
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姿であり，可能性です。神の計画は，御自
身の子供たちが間違いや悪い行いを克服
して成長し，神のように なることです。
ですから失望させるような行動は一時的
なものと見なすべきです。直らないもので
も，その人の本質でもありません。

ですから，わたしたちは子供をいさめる
際，「あなたはいつも……」とか「あなた
は絶対……」などの決めつけるような言
葉を使わないように気をつける必要があ
ります。「あなたはわたしの気持ちなん
か絶対考えてくれない」とか「あなたは，
どうしていつも待たせるの」などの言葉を
用いないように気をつけてください。この
ような言葉は，相手の行為を人間性の表
れであると決めつけるものであり，子供の
自己認識や自尊心に悪影響を及ぼしかね
ません。

自分がどういう人物であるかということ
への混乱は，わたしたちが子供に「大きく
なったら何になりたいか」と尋ねるとき
に生じることがあります。「生計を立てる
ためにどんな仕事をするか」が「その人
はどんな人物であるか」とあたかも等し
いかのように尋ねるからです。職業や所
有物はその人の特質や価値を決めるもの
ではありません。例えば，救い主は身分
の低い大工でしたが，そのことから主の
生涯を定義することなど到底できません。

子供が自分は何者であるかを見いだ
し，自尊心を高めるのを助けるうえで，わ
たしたちは子供が成し遂げたことや行動，

つまり行いを褒めることができます。し
かし，もっと賢明なのは，まずその子供の
人格と信念，つまりひととなりを褒めるこ
とです。

スポーツの試合で子供のプレー（行動）
を褒める場合，賢明なのは，やる気や粘り
強さ，打たれ強さなどの特質を挙げて，
内面と行いの両方を褒めるようにする
ことです。

子供に何か家の手伝いをするように頼
むときには，「喜んで手伝ってくれるので
助かるわ」など，その子供の性質を褒め
る方法も探すようにしましょう。

子供が学校から成績表を持って来た
ら，良い成績を褒めることができます。し
かし「宿題を全部提出したのね。難しい
ことに取り組んでそれを成し遂げられる
のね。あなたを誇りに思うわ」などとその
努力を褒める方が，子供の心には良い気
持ちがいつまでも残ります。

家族の聖文学習の時間に，その日読
んだ聖文の中から模範とすべき特質を
探し，それについて話し合いましょう。

「キリストのような特質は神から授けられ
る賜

たま

物
もの

です。……神の助けなしに，はぐ
くむことはできません。」3 そのような賜物
を与えていただけるよう，家族，個人で祈
り求めてください。

夕食を囲んで，折にふれて，特質につい
て話してください。特に，その日の朝，聖
文で見つけた特質について話すとよいで
しょう。「今

き ょ う

日はどのような点で良い友人

になることができるだろうか。どんな点
で思いやりを示すことができるだろうか。
信仰は今日抱えている問題に取り組むう
えでどのように助けになるだろうか。どの
ような点で頼れる人間，誠実で，寛大で，
謙
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な人間になれるだろうか。」  教え，学
ぶ必要のある特質は聖文にたくさん出て
きます。
どのような人物になるべきかを教える

うえで最も大切な方法は，わたしたちに
とっての天の御父のような親になること
です。御父は親として完全な御方であり，
聖文という子育ての手引きを与えてくだ
さっています。

今日はおもに親の皆さんに向けて話し
てきましたが，同じ原則はだれにでも当て
はまります。キリストのような特質を伸ば
す努力が実を結んで顔に神の面影を受
け，神の特質が表れるような行いができ
るようになりますように。そうするときに，
子供やそのほかの人々は皆さんの愛を感
じ，皆さんの行いを見て，救い主のことを
思い起こし，御父に近づくようになるで
しょう。これがわたしの祈りであり証

あかし

です。
イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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